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丹
後
地
区
絹
織
物
業

  
　
最
低
工
賃
が
、

１３
年
ぶ
り
に
改
正

1

　
京
都
地
方
労
働
審
議
会
（
会
長
　
西

村
健
一
郎
）
は
３
月

１９
日
、
京
都
労
働

局
長
よ
り
諮
問
の
あ
っ
た
丹
後
地
区
の

織
物
最
低
工
賃
に
係
る
改
正
決
定
に
つ

い
て
答
申
を
行
な
っ
た
。
そ
の
後
、
異

議
申
立
期
間
を
経
て
こ
の
ほ
ど
答
申
通

り
正
式
に
決
定
を
み
た
も
の
。

　
改
正
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
現
在
生

産
さ
れ
て
い
る
織
物
の
実
態
や
委
託
契

約
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
対
象
品
目
の

統
合
や
限
定
規
定
の
削
除
、
細
か
く
設

定
さ
れ
て
い
る
織
機
や
品
目
の
規
格
の

廃
止
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
品
種
が
最
低
工
賃
の
対

象
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
図
っ
た
こ

と
、
ま
た
最
低
工
賃
額
に
つ
い
て
も
、

改
正
後
の
全
５
品
目
平
均
で

３２
・
７
％

金
額
を
引
き
上
げ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
発
効
日
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
改
正

が
１３
年
ぶ
り
の
改
正
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
事
前
に
委
託
者
お
よ
び
家
内
労

働
者
に
対
し
て
十
分
な
周
知
広
報
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
平
成

２６
年

１０

月
１
日
発
効
と
し
て
い
る
。

丹
後
地
区
絹
織
物
業

  
　
最
低
工
賃
が
、

１３
年
ぶ
り
に
改
正

京都府丹後絹織物業最低工賃

１ 最低工賃件名

　京都府丹後地区絹・人絹・毛織物業最低工賃の件名を京都府丹後絹織物業最低工賃に
変更する。

２ 適用する家内労働者

　京都府丹後地区（京丹後市、宮津市、舞鶴市、綾部市、福知山市、与謝郡をいう。）の
区域内で絹織物業に係る織布の業務に従事する家内労働者

３ 適用する委託者

　前号の家内労働者に前号の業務を委託する委託者

品　　　　目

正絹無地ちりめん（平織）

小幅力織機

小幅力織機
（両八丁以下）

ドビー又は
ジャカード

３６センチメー
トル以上のもの

タペット ２５０円

３４０円

６００円

１，５８６円

２，０００円

織機の種類

織機の規格 品目の規格
金　　額

仕上げ幅開口装置

小幅力織機
（両十丁以上）

正絹着尺

  帯
（無地物及び黒共帯を除く。）

正絹紋織物（もじり織物、縫取
織物及び裏地として使用する織物
は除く。）

後

染

先

染

こし
４ 第２号の家内労働者に係る最低工賃額

　次の表の品目欄、織機の規格欄及び品目の規格欄の区分に応じ、１０,０００越につき、金額
欄に掲げる金額

５　効力発生の日　　 平成 ２６ 年 １０ 月 １ 日
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京
都
労
働
局
長
は
、
こ
の
決
定
に
基

づ
き
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
対
象

と
な
る
委
託
者
お
よ
び
家
内
労
働
者
に

対
す
る
周
知
広
報
に
努
め
る
と
し
て
い

る
。

　
今
回
の
改
正
に
係
る
概
要
は
次
の
と

お
り
。

１ 

最
低
工
賃
の
件
名
に
つ
い
て

    

「
京
都
府
丹
後
地
区
絹
・
人
絹
・
毛

織
物
業
最
低
工
賃
」
の
件
名
を
「
京
都

府
丹
後
絹
織
物
業
最
低
工
賃
」
に
変
更

す
る
。

２ 

最
低
工
賃
の
対
象
品
目
や
織
機
・

品
目
の
規
格
の
見
直
し
に
つ
い
て

    

で
き
る
だ
け
多
く
の
織
物
が
最
低
工

賃
の
対
象
と
な
る
べ
く
見
直
し
を
図

る
。
具
体
的
に
は
、
品
目
に
お
け
る
限

定
書
き
を
削
除
し
た
り
、
複
数
の
品
目

を
統
合
し
て
よ
り
大
き
な
く
く
り
の
品

目
設
定
と
し
た
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で

品
目
や
織
機
に
設
定
さ
れ
て
い
た
細
か

な
規
格
の
多
く
を
実
情
に
合
わ
せ
て
廃

止
し
た
。

３ 

最
低
工
賃
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

    

最
低
工
賃
額
に
つ
い
て
、
後
染
織
物

２
品
目
（
正
絹
無
地
ち
り
め
ん
、
正
絹

紋
織
物
）
で
平
均

１４
・
４
％
、
先
染
織

物
３
品
目
（
正
絹
着
尺
、
帯
（
両
８
丁

以
下
）、
帯
（
両

１０
丁
以
上
）
で
平
均

４５
％
、
全
５
品
目
平
均
で

３２
・
７
％
最

低
工
賃
の
引
き
上
げ
と
な
っ
た
。

４ 

効
力
発
生
日
に
つ
い
て

　
　
現
行
の
最
低
工
賃
が
平
成

１３
年

１１

月
２２
日
よ
り
発
効
し
て
い
る
た
め
、
今

回
の
改
正
は

１３
年
ぶ
り
の
も
の
と
な

る
。
よ
っ
て
、
改
正
さ
れ
る
最
低
工
賃

が
発
効
す
る
ま
で
の
間
に
、
委
託
者
お

よ
び
家
内
労
働
者
に
対
す
る
十
分
な
周

知
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
発
効
日
を
平
成

２６
年

１０
月
１
日
と

し
た
。
　
　

　最低工賃の基準は、法制定の当初から越
こ

し数
すう

で決められています。

　しかしながら、実態として工賃決済は白生地（ちりめん）の場合１反○円、帯なら１本

○円で取引されており、打ち込み数から計算した総越し数による算出はあまり馴染んでい

ないと思われます。

　また白生地に比べ先染織物、特に帯の越し単価が高いのは、織機の回転数、稼働率、持

ち台数などが加味されていることによります。

　本来、最低工賃設定の際、同業種の最低賃金に倣うこととされており、  近年最低賃金に

スライドしてこなかったことも反映し、先染織物関係は現行の京都府の最低賃金（１時間

７７３円）が参考にされ1時間あたりの最低工賃額が概ね同額になるよう設定されました。

　先染織物は色数や、紋柄のリピートにより多種多様ですが、特に帯の１本あたりの総越

し数の計算は設計書（紋図、規格書）により計算することになります。家内労働者も、委

託者側も総越し数を確認して工賃設定することが必要です。

自らの織物に係る工賃基準を
把握していますか？
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〈岡　山〉

3

〈東京・名古屋〉

①現状について
・東京では消費税増税の駆け込み需要は

ない。何故なら、予算を決めて必要な
ものを必要な時に買い求めているので、
着物に関しては消費税アップするから
買っておこうという商品ではない。逆
に名古屋では、駆け込み需要があった。

・販売品目は、各小売専門店でフォーマ
ル中心、カジュアル中心と様々である
が、全体を通して少しずつではあるが
カジュアル系のきものが増えてきてい
る。

・各社とも、催事やきもの着用機会の提
供等を取り組んでおり、新規顧客の開
拓に力を注いでいる。
②消費者の動向について
・消費者は、色柄で選ばれたり素材を重

視して選ばれたり様々であるが、最後
は予算にあった価格で購入される。主
に着やすさ、締めやすさ、色んな場所
へ着て行けるきものを探している。ま
た、若者向けのきものを探して来店さ
れる方が増えてきている。

・インターネットや雑誌等を見て来店さ
れるお客さんも増えてきている。
③産地に対する要望等について
・店頭で取り扱っている商品で、製造現場

がなくなり商品が手に入らない状況なの
で、同じような商品が製造してほしい。
・オリジナル商品の開発やものづくりの

提案・商品説明でわかりやすく伝え、
丹後ブランドの強みを生かしてほしい。

・丹後ちりめん産地の情報をもっとＰＲ
すれば、きもの好きな方は興味を持つ
と思う。

（転載禁止）

①現状について
・消費税増税の駆け込み需要はあまり関係な

い。増税だから買うというものではなく、気
に入ったら買う、必要ないから買わないとい
う単純な理由。
・全体を通して少しずつカジュアル系のきもの

が増えてきている。
・客層は３０〜６０代で、狙い目は３０代の独身女

性。この世代は、きものをファッションと
いうよりライフスタイルとして注目してい
る世代である。

・各社ともに、催事やきものを着る機会の提
供と勉強会の他、きものレンタルやアフター
ケアにも力を入れて新規顧客の獲得を目指
している。
②消費者の動向について
・消費者は、色柄・素材ともに見て選んでいるが、

最終的には自分に似合うかどうかで選んでいる。
・最近は核家族化が進み、親子三代で来られる

人が少なく、あまりきものを分かっていない
母親が多くなってきた。高額商品の販売は難
しく、クレジットを使ってまで買う人は少な
くなっている。
・最近のお客さんはサイクルが早く感じ、すぐ

欲しいと言う人が多く、商品がなければ他の
店に行くので売る機会を逃す。

・２０２０年の東京五輪開催に向け、「おもてなし」
として和に力を入れていきたいと文部科学省
の大臣や担当者が話していた。それまでは需
要が伸びていくのではないかという話もある。
③産地に対する要望等について
・純国産にこだわった製品作りで、高付加価値

を付けた方が良い。
・真似のできないような商品や若い人が魅力を

感じる商品作りをしてほしい。
・売る側としては、語りのできる商品がほしい。
・売屋と産地が完全に分業化しているので、一

緒に新しいものづくりに挑戦してほしい。

株式会社　三松
玉川屋呉服店

 株式会社　鈴乃屋
 株式会社　三越伊勢丹 

 株式会社　松本糸舗
＜調査員＞ 養　父　織　物　　養父 孝昭

丹後織物工業組合　藤堂 博之 

株式会社　染織近藤
きものファッションやす田
株式会社　安田呉服店
染と織　たかはし
香山呉服店／有限会社　香山                     
＜調査員＞ 丹後織物工業組合　上田 雅之       
　　　　　　　　　　　　　　 徳田 博司 

　（
一
財
）
丹
後
地
域
産
業
振
興
基
金
協
会
の
情
報
収
集
・
提
供
事
業
と
し
て
同
協
会
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
去
る
３
月

６
日
〜
７
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
・
名
古
屋
・
岡
山
の
小
売
専
門
店
等
を
訪
問
し
市
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
同
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

5.nkansai.ne.jp

）
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
が
、
簡
単
に
ま
と
め
た
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

全
国
和
装
消
費
地

　  

市
況
調
査
実
施
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京丹後ちりめん祭・京丹後きもの祭開催

蚕織神社へ「丹後ちりめん」奉納
−蚕織神社祈願祭−

「伝統産業の日２０１４」西陣織大会他見学

4

　昨年に引き続き、丹後織物の高度な技術力と商品力をＰＲするとともに、Ｂ ｔｏ 
Ｂによる企画提案力の向上、生産連携の推進、新規販路開拓など、産地発素材の
新たな需要開拓をはかるため、丹後織物の産地単独展（展示商談会）を首都圏に
おいて開催する予定です。
　詳細が決定次第出展者を募集しますので、６／１以降組合ＨＰをご確認ください。

京丹後きもの祭

京丹後ちりめん祭

　
先
染
部
会
（
民
谷
勝
一
郎

部
会
長
）で
は
研
修
事
業
を
、

去
る
３
月

２２
日
（
土
）
に
実

施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
バ

ス
１
台
に

４０
名
の
参
加
者
を

得
て
、京
都
市「
み
や
こ
め
っ

せ
」
へ
と
赴
き
、「
２
０
１
４

西
陣
織
大
博
覧
会
～
西
陣
織

大
会
～
」
を
は
じ
め
「
伝
統

産
業
の
日
２
０
１
４
」
の
各

イ
ベ
ン
ト
・
展
示
会
等
を
見

学
し
ま
し
た
。

　
西
陣
織
大
会
は
、
テ
ー
マ

を
「
琳
派
４
０
０
年
」
と
題

し
、
伝
統
を
誇
る
西
陣
織
の

優
秀
作
品
５
０
０
点
余
り
が

一
堂
に
展
示
公
開
さ
れ
て
お

り
、
参
加
者
は
製
品
の
数
々

に
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　
去
る
４
月

１３
日
、
京
丹
後

市
網
野
町
の
蚕
織
神
社
に
お

い
て
業
界
関
係
者
を
は
じ
め

関
係
機
関
の
方
々
、
組
合
か

ら
篠
村
頼
和
副
理
事
長
が
参

列
す
る
な
か
、
蚕
織
神
社
祈

願
祭
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
祈
願
祭
で
は
、
若
手
織
物

職
人
が
３
月

２０
日
に
祈
祷
し

海
に
入
っ
て
身
を
清
め
た
後

に
製
織
し
た
丹
後
ち
り
め
ん

が
奉
納
さ
れ
、
織
物
産
業
の

発
展
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
三
重
県
伊

勢
の
「
百も

も桃
の
会
」
の
方
々

に
よ
る
巫
女
舞
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

　
京
丹
後
市
の
春
を
彩
る
恒
例
行
事
「
第

６４

回
京
丹
後
ち
り
め
ん
祭
」（
同
祭
実
行
委
員

会
主
催
）
が
４
月

１２
日
、

１３
日
に
ア
ミ
テ
ィ

丹
後
（
網
野
町
網
野
）
周
辺
に
て
、
ま
た

１３

日
に
は
「
京
丹
後
き
も
の
祭
」（
京
丹
後
市

商
工
会
主
催
）
が
網
野
神
社
周
辺
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
京
丹
後
ち
り
め
ん
祭
で
は
、

１３
日
に
呉
楽

市
（
き
も
の
や
帯
等
の
展
示
即
売
会
）
や
織

物
の
展
示
、

１４
日
は
こ
れ
ら
に
加
え
、
丹
後

う
ま
い
も
ん
市
、
ち
り
め
ん
小
唄
踊
り
な
ど

の
屋
外
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
に
、
屋
内
で
は
き

も
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
力
織
機
の
実

演
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
京
丹
後
き
も
の
祭
で
は
、
網
野
神

社
境
内
に
て
静
の
舞
や
丹
後
小
町
踊
り
子
隊

の
踊
り
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
手
作
り

体
験
コ
ー
ナ
ー
や

き
も
の
フ
ォ
ト
カ

レ
ン
ダ
ー
サ
ー
ビ

ス
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

先染部会研修事業

蚕織神社へ「丹後ちりめん」奉納
−蚕織神社祈願祭−

京丹後ちりめん祭・京丹後きもの祭開催

「Ｔａｎｇｏ Ｆａｂｒｉｃ Ｍａｒｃｈｅ」について

「伝統産業の日２０１４」西陣織大会他見学

丹後織物総合展

■会　期■　平成２６年１０月２９日（水）～１０月３１日（金）の間の２日間予定
■会　場■　ヒルサイドテラス　アネックスＡ棟（東京都渋谷区猿楽町29-21）
［問い合わせ先］総務1課　振興係
　　　　　　　  TEL：0772-68-5302 ／ FAX：0772-68-5300
　　　　　　　 メールアドレス：tanko＠tanko.or.jp　HP http://www.tanko.or.jp/
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を
使
っ
て
い
る
の
は
人

間
で
す
の
で
間
違
い
は

起
こ
り
ま
す
。
意
図
的

に
数
字
を
操
作
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、

地
味
で
は
あ
り
ま
す
が

正
確
な
結
果
を
安
定
し

て
出
す
こ
と
が
一
番
で

す
。
な
か
な
か
そ
う
は

行
き
ま
せ
ん
が
・
・
・
。

こ
れ
か
ら
の

抱
負
は
？

組
合
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を

導
入
し
て
か
ら
随
分
経
ち
ま
す
。

諸
先
輩
方
に
聞
き
ま
す
と
、
導
入

当
時
は
紙
テ
ー
プ
を
使
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
セ
ブ

ン
の
中
で
、
地
球
防
衛
軍
の
通
信

指
令
室
で
紙
テ
ー
プ
を
読
ん
で
い

る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま

さ
に
そ
れ
で
す
。
導
入
歴
史
が
長

い
分
、
古
い
資
産
が
多
く
あ
り
、

未
だ
に
働
い
て
い
る
資
産
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
状
態
が
、
新
し
い
シ

ス
テ
ム
へ
の
移
行
を
阻
害
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
何
と
か
し
た
い
で

す
ね
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、

何
を
し
て
い
ま
す
か
？

写
真
に
は
ま
っ
て
い
ま

す
。
写
真
を
撮
る
方
で
し

た
ら
分
か
る
と
思
い
ま
す
が
、

レ
ン
ズ
沼
に
も
は
ま
り
掛
か
っ

て
い
ま
す
。
写
真
っ
て
奥
深
い

で
す
ね
。

5

　
本
職
で
あ
る
美
容
室
を
経
営
す
る
傍
ら
、
手
作

り
に
よ
る
丹
後
ち
り
め
ん
製
の
髪
飾
り
を
製
作
、

販
売
さ
れ
て
お
り
、
丹
後
ち
り
め
ん
カ
レ
ン
ダ
ー

の
モ
デ
ル
用
の
髪
飾
り
を
手
掛
け
た
り
、
き
も
の

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て

い
る
髙
山
信
氏
を
訪
問
し
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
髪
飾
り
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
京

都
市
内
で
美
容
師
を
し
て
い
た
こ
ろ
、
き
も
の
を

着
る
と
き
髪
飾
り
を
付
け
な
い
人
が
増
え
て
く
る

な
ど
段
々
と
こ
だ
わ
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の

で
、
せ
め
て
手
作
り
の
髪
飾
り
で
も
付
け
て
ほ
し
い

と
、
安
け
れ
ば
買
っ
て
も
ら
え
る
か
な
と
思
っ
て
作

り
出
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
当
時
、
丹
後
に

い
る
姉
か
ら
ち
り
め
ん
の
ハ
ギ
レ
を
送
っ
て
も
ら
っ

て
作
っ
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
が
、

１２
年
前
に
丹
後

へ
帰
っ
て
き
て
か
ら
、
ち
り
め
ん
オ
ン
リ
ー
で
作
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。
作
り
始
め
る
と
、
段
々
ハ
ギ
レ

で
は
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て
反
物
を
使
う
よ
う
に
な

り
、
染
色
も
し
な
く
て
は
と
思
っ
て
京
丹
後
市
職
業

訓
練
校
で
習
っ
て
自
分
で
染
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
髪
飾
り
の
作
り
方
は
誰
に
教
わ
っ
た
わ
け
で
な

く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
自
分
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
工

夫
し
て
作
っ
て
い
ま
す
。
市
販
の
髪
飾
り
は
花
び
ら

を
こ
う
い
う
感
じ
で
見
せ
た
い
と
思
っ
て
引
っ
張
っ

て
も
、
元
に
戻
っ
た
り
千
切
れ
た
り
と
思
う
よ
う
に

な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
そ
の
経
験
か
ら
、
自
由
に
変

化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
全
体
に
ワ
イ
ヤ
ー
の

枠
を
入
れ
て
作
っ
て
い
ま
す
。

　
丹
後
ち
り
め
ん
の
飾
り
は
光
沢
が

柔
ら
か
い
の
で
割
と
上
品
に
見
え
ま

す
し
、
生
地
の
種
類
が
豊
富
で
す
の

で
同
じ
色
で
も
違
っ
て
見
え
ま
す
。

若
い
人
や
ち
り
め
ん
を
知
ら
な
い
人

か
ら
も
「
き
れ
い
だ
ね
」
と
か
「
他

と
違
う
ね
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
し
、

そ
こ
か
ら
入
っ
て
も
ら
え
ば
「
そ
れ

あ・ぽいんと　髙山　信さん（京丹後市網野町）
しのぶ

オリジナル髪飾りで丹後ちりめんをＰＲ

は
シ
ル
ク
で
す
」
と
い
う
説
明
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

　
現
在
は
店
頭
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心
に
販
売

を
行
っ
て
お
り
、
成
人
式
や
卒
業
、
入
学
の
シ
ー
ズ

ン
、
母
の
日
を
中
心
に
売
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
友

人
や
親
戚
の
結
婚
式
で
の
花
嫁
の
ド
レ
ス
に
と
か
、

他
府
県
や
海
外
の
人
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
に
オ
ー
ダ
ー

さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。
基
本
的
に
オ
ー
ダ
ー
を
受
け

て
か
ら
、
き
も
の
等
色
々
と
見
せ
て
も
ら
っ
て
、
ど

う
い
う
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
す
る
の
か
な
ど
話
を
詰
め

て
か
ら
作
っ
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
か
ら
考
え
る
と

１
ヶ
月
か
ら
半
年
は
掛
か
り
ま
す
が
、
製
作
自
体

は
３
日
ぐ
ら
い
で
で
き
ま
す
。
最
近
は
お
客
さ
ん
の

要
望
で
コ
サ
ー
ジ
ュ
や
ブ
ロ
ー
チ
も
作
っ
て
い
ま
す
。

コ
サ
ー
ジ
ュ
は
結
構
、
人
気
が
あ
り
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
売
れ
て
い
ま
す
。

　
丹
後
ち
り
め
ん
き
も
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
髪
飾
り
は

毎
年
お
話
を
い
た
だ
い
て
作
っ
て
い
ま
す
が
、
次
の

年
の
流
行
り
と
言
い
ま
す
か
、
提
案
を
考
え
な
が

ら
作
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
用
に
作
っ
た
音
符

の
髪
飾
り
は
結
構
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
そ
の
お

陰
で
良
い
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
今
年
の
カ
レ

ン
ダ
ー
の
髪
飾
り
も
見
た
人
か
ら
欲
し
い
と
言
わ
れ

て
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
仕
事
に
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
て
歌
手
の
川
中
美
幸
さ
ん
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト

さ
ん
と
友
達
に
な
り
、
髪
飾
り
を
贈
っ
た
と
こ
ろ
テ

レ
ビ
の
放
映
で
髪
飾
り
を
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
映

り
、
頻
繁
に
知
り
合
い
か
ら
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た

り
し
て
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
髪
飾
り
等
を

単
体
で
見
せ
て
も
お
客
さ
ん
に
「
き
れ
い
だ
ね
」
と

言
わ
れ
る
だ
け
で
少
し
イ
ン
パ
ク
ト
に
欠
け
て
い
る

と
感
じ
て
お
り
、
き
も
の
も
含
め
た
ト
ー
タ
ル
で
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
提
案
す
る
形
を
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
前
か
ら
丹
後
の
白
生
地
を
そ
の
ま
ま
作

品
に
し
て
見
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、 
白
生
地

を
メ
イ
ン
に
し
た
商
品
づ
く
り
や
展
示
、
若
い
子
達

の
興
味
を
引
く
よ
う
な
き
も
の
を
作
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

くろーずあ
っぷ
・丹後人くろーずあ
っぷ
・丹後人くろーずあ
っぷ
・丹後人

ＩｎｔｒｏｄｕｃｅＩｎｔｒｏｄｕｃｅ
本部総務２課経理係

組 合 職 場 訪 問 ⑱

　
今
回
の
職
場
紹
介

は
、
本
部
総
務
２
課
経

理
係
の
柏
原
幸
生
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
組
合
の
重
要
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
携
わ
る
大
ベ

テ
ラ
ン
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

業
務
の
内
容
は
？

加
工
場
の
入
出
荷
や
加

工
料
、
賦
課
金
な
ど
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
運
用

保
守
を
行
っ
て
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
て
一
言

お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
業
務
に
携
わ
っ
て
２０

年
目
に
な
り
思
い
起
こ
せ

ば
色
々
と
あ
り
ま
す
が
、
中
央

加
工
場
で
動
い
て
い
る
入
出
荷

シ
ス
テ
ム
を
リ
ー
ス
切
れ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
新
し
く
設
計
し
直

し
た
と
き
は
、
設
計
段
階
で
か

な
り
苦
労
し
ま
し
た
の
で
、
シ

ス
テ
ム
と
し
て
成
立
し
た
と
き

は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
に
は
思
い
入
れ
が

あ
り
ま
す
。

気
を
付
け
て
い
る
点

は
？

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ

て
出
し
た
資
料
な
の
で
、

数
字
に
は
間
違
い
な
い
と
皆
さ

ん
思
い
が
ち
で
す
が
決
し
て
そ

う
で
は
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

QQQ

Q

Q

AAA

A

A
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　「
丹
後
ち
り
め
ん
」
に
つ
い
て
、
ま
ま
聞
か
れ
る
の
が
「
歴
史
と

伝
統
あ
る
織
物
な
の
に
伝
統
工
芸
品
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
の
は

ど
う
し
て
？
」・
・
・
日
本
の
民
族
衣
装
の
素
材
と
し
て
伝
統
あ
る

織
物
で
あ
れ
ば
当
然
、
伝
産
法(

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関

す
る
法
律)
の
指
定
織
物
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
昭
和

４０
年
代
日
本
の
高
度
成
長
期
、
大
量
消
費
、
使
い
捨
て
、
機

械
文
明
に
埋
没
を
懸
念
し
て
伝
統
的
な
も
の
へ
の
回
帰
、
手
仕
事
、

本
物
志
向
の
気
運
が
高
ま
り
、
同
時
に
後
継
者
育
成
、
原
材
料
の

確
保
な
ど
の
危
機
を
回
避
し
よ
う
と
、
昭
和

４９
年
に
こ
の
法
律
が
作

ら
れ
、
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
立
て
直
し
に
国
が
支
援
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
翌
年
よ
り
申
請
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
日
ま
で
日
本
各
地
に
２
１
８

品
目
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
織
物
は

３６
品
目
、
染
色
品
や
組
み
紐

な
ど
の
繊
維
関
連
を

合
わ
せ
る
と
５１
品

目
に
な
り
、
繊
維

製
品
の
ウ
ェ
ィ
ト

は
大
き
い
。

　
本
来
申
請
は
業
界

を
組
織
す
る
組
合
、
協
会
な

ど
が
都
道
府
県
の
推
薦
を
得
て
後
、
国
の
審
査

を
経
て
指
定
を
受
け
こ
と
に
な
る
。
こ
の
指
定
要
件
と
し
て

①
主
と
し
て
日
常
生
活
で
使
わ
れ
る
も
の

②
製
造
工
程
の
主
部
分
が
手
作
り

③
伝
統
的
技
術
ま
た
は
技
法
に
よ
っ
て
製
造

④
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
原
材
料

⑤
一
定
の
地
域
で
産
地
を
形
成

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
規
定
さ
れ
、
ま
た
伝
統
の
定
義
は

１
０
０
年
以
上
の
継
続
を
い
う
。

　
こ
の
要
件
を
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
に
照
ら
し
た
場
合
、
お
お
む
ね

満
た
し
て
い
る
も
の
の
、
②
の
製
造
工
程
の
メ
イ
ン
と
な
る
織
り
の
工

程
が
力
織
機
に
て
機
械
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
定
の
障
害
と
な
る
。

　
過
去
、
指
定
品
に
と
い
う
話
が
無
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
１０
年

ほ
ど
前
、
競
合
す
る
輸
入
品
の
増
加
に
対
し
、
国
産
の
ち
り
め
ん
を

区
別
化
す
る
た
め
伝
統
的
工
芸
品
の
指
定
を
受
け
る
べ
く
運
動
を

と
、
あ
る
機
業
組
合
が
決
議
し
組
合
に
趣
意
書
が
持
ち
込
ま
れ
た
。

ネ
ッ
ク
と
な
る
織
り
工
程
の
機
械
化
に
つ
い
て
、
近
年
の
高
速
、
高

能
率
の
自
動
織
機
に
比
べ
フ
ラ
イ
織
機
の
能
力
面
、
ま
た
織
布
に
係

る
手
間
を
考
慮
し
て
「
手
動
的
に
動
か
す
道
具
」
と
定
義
し
て
法
の

基
準
を
ク
リ
ア
で
き
な
い
か
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
が
、
組
合
と
し

て
の
動
き
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
白
生
地
ち
り
め
ん
は
、
き
も
の
の
加
工
素
材
と
し
て
製
造
さ
れ
る

工
業
製
品
で
あ
る
。
原
材
料
の
手
当
か
ら
、
精
練
加
工
ま
で
工
程
が

多
岐
に
亘
り
、
関
連
工
程
が
分
業
化
し
て
地
域
に
集
積
し
、
地
場
産

業
を
形
成
し
て
き
た
。
付
加
価
値
が
小
さ
く
、
製
造
コ
ス
ト
に
占
め

る
労
務
費
の
比
率
は
小
さ
い
。
ゆ
え
に
量
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

機
械
化
、
合
理
化
が
進
ん
だ
産
業
と
も
い
え
る
。

従
っ
て
工
芸
的
な
要
素
は
少
な
い
。
む
し

ろ
染
め
、
刺
繍
、
縫
製
な
ど
の
後
の

工
程
で
付
加
価
値
が
つ
け
ら
れ
て
伝

統
的
工
芸
品
に
顔
を
変
え
て
い
く
。

　
織
物
の
指
定
工
芸
品
を
見
る
と
、

先
染
に
よ
る
紬
、
絣
な
ど
が
殆
ど
で
、
手

機
に
よ
る
織
物
が
多
い
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
丹
後
ち
り
め
ん
は
伝
統
産
業
で
あ
る
こ
と

に
は
違
い
な
い
。
伝
統
的
工
芸
品
の
指
定
を
受
け
た
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
の
産
業
が
活
性
化
す
る
と
い
う
も
の
で
も
な
く
、
む
し
ろ
何
ら
か

の
手
立
て
が
必
要
に
な
っ
た
歴
史
的
な
遺
産
保
護
の
意
味
合
い
が
強

い
の
で
は
な
い
か
。

　
し
か
し
な
が
ら
近
年
量
が
期
待
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
各

機
業
で
研
究
が
重
ね
ら
れ
、
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
が
進
み
、
よ

り
手
間
ひ
ま
を
か
け
た
商
品
が
増
え
て
き
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
縮
小
し
た
と
は
い
え
、
日
本
最
大
の
絹
織
物
産
地
と
し
て
、
今
日

ま
で
丹
後
地
域
の
経
済
基
盤
を
支
え
て
き
た
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
は
、

む
し
ろ
伝
統
的
工
芸
品
の
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
な
い
よ
う
、
伝
統
的

工
業
産
品
と
し
て
頑
張
っ
て
い
く
の
が
本
道
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

　（
よ
も
や
ま
ば
な
し
）

四
方
八
方
咄

其
ノ
壱
拾
六
（
最
終
章
）

丹
後
ち
り
め
ん
は
伝
統
的
工
芸
品
？

●
日
本
文
化
を
語
る
所
為
所

作
に｢

畳
む
」｢

包
む｣

｢

折

る｣
｢

結
ぶ｣

等
が
あ
り
、
そ
の
象
徴

と
し
て
キ
モ
ノ
が
引
き
合
い
に
さ
れ
る
。

が
今
回
は
風
呂
敷
の
お
話
。
●
産
地
の

生
産
品
目
に
和
装
小
物
と
し
て
分
類
さ

れ
て
い
る
風
呂
敷
が
あ
る
。
ち
り
め
ん

風
呂
敷
と
し
て
は
、
正
絹
、
合
繊
併
せ

て
国
内
一
の
生
産
を
誇
っ
て
い
る
が
、

他
の
品
目
と
同
様
そ
の
生
産
量
は
年
々

下
降
を
た
ど
っ
て
い
る
。
●
風
呂
敷
の

語
源
は
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
る
が
、

入
浴
の
習
慣
が
確
立
す
る
に
際
し
、
布

を
風
呂
前
に
敷
き
、
脱
い
だ
衣
類
を
重

ね
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
の
説
が
も
っ

と
も
ら
し
い
。
●
こ
の
変
哲
も
無
い
一

枚
の
布
切
れ
で
あ
る
が
、
そ
の
効
用
は

計
り
知
れ
ず
、
究
極
の
合
理
性
を
備
え

る
。
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
が
石
油
製
品

で
あ
り
、
資
源
の
無
駄
遣
い
と
の
こ
と

か
ら
エ
コ
バ
ッ
グ
の
持
ち
込
み
等
を
促

し
て
い
る
が
、
適
度
な
大
き
さ
の
風
呂

敷
一
枚
あ
れ
ば
、
買
い
物
品
の
形
、
量

を
問
わ
ず
大
概
間
に
合
っ
て
し
ま
う
。

包
み
方
、
結
び
方
に
よ
り
適
応
が
自
在

で
あ
り
、
ま
さ
に
エ
コ
グ
ッ
ズ
と
し
て

現
代
に
お
い
て
も
風
呂
敷
文
化
は
機
能

す
る
。
●
日
本
の
主
婦
が
こ
の
風
呂
敷

を
お
買
い
物
時
の
必
携
品
と
し
て
、
色
・

柄
・
素
材
を
競
っ
て
く
れ
た
ら
再
び
需

要
に
期
待
が
持
て
る
の
だ
が
・
・
・
●

と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
業
界
関
係
者
か

ら
丹
後
の
お
買
い
物
は
風
呂
敷
持
参
で

す
よ
！ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
Ｍ
）

丹
語
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●茶カテキン（消臭）・セリシン（保湿）
　複合体を原料とするボディ石けん。
●汗の臭い、加齢臭、生もの調理後の
　いやな臭いを減少させる効果が
　あります。

きぬもよふ化粧品
スキンソープ（洗顔ソープ）
スキンローション（化粧水）
エッセンスリッチ（美容液）
スキンクリーム（保湿クリーム）
※従来のスキンクリームとスキン
　ミルクが一つになります。

DUOX石けん

〈お問い合わせ先〉丹後織物工業組合　新規事業部　TEL0772－64－2871

集団扱自動車保険のご案内（トータルアシスト自動車保険）

集団扱制度をご利用いただくと保険料が割安になります。
この機会に是非ともご契約くださいますようおすすめします。

丹後織物工業組合の組合員のみなさまへ

集団扱契約は、一時払･分割払とも東京海上日動の一般契約の一時払・分割払に比べ

約５％
記名被保険者と車両所有者は、

ご契約者の同居の
親族等の場合でも
ご契約いただけます。

現在のノンフリート
等級も継承されます。

割安‼

※集団扱とは・・・組合が保険会社と保険料集金契約を結び、保険料を集金し、まとめて払い込むため、保険料が割安となる制度です。

取扱店 丹 興 商 事（丹工 本部内）
〈連絡先〉TE L 0772-68-5777

FAX 0772-68-5888

見積もりだけ
でもOK♪ 
ご連絡お待ち
しています。

ご契約者は丹後織物工業組合の組合員（組合および組合員の役員または従業員を含みま
す。） の方に限ります。記名被保険者（ご契約のお車を主に使用される方）および車両所
有者は、ご契約者の配偶者、ご契約者またはその配偶者の同居
の親族、ご契約者またはその配偶者の別居の扶養親族のいずれ
かの場合も、ご契約いただけます。

現在のノンフリート等級も継承されます（他の保険会社、ＪＡ
共済、全労済等を含みます。ただし、一部の共済を除きます。）。

集団扱分割払は一般契約と異なり分割割増がかからない
ので約５％割安となります。
集団扱一時払は一般契約一時払に比べて５％割安です。

スキンケア入浴液
（乳白色の湯）

絹セリシンのすばらしい効果
●保湿効果が優れている
●外部刺激からお肌を守る
　バリア効果

1回分（25ml）×4包入

（税抜）円500

まゆのお風呂
　 弔事用セット

丹後地域の葬儀会社でお取扱いしています。

好評発売中
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広　告

　丹後地域職業訓練協会では、平成26年度に実施す
る「丹後地域職業訓練センター職業訓練講座（夜間）」
及び「京都府立丹後勤労者福祉会館教室」の各講座
の受講生を募集しています。
　職業訓練講座では、丹後地域の皆さんのニーズに
あったさまざまな職業訓練機会を提供していくため、
簿記をはじめスキルに応じたコンピュータ関連の各
種訓練、資格取得講座のほか、新たな講座も追加し
実施されます。組合員のみなさまはもとより、従業
員のスキルアップにご活用ください。
　また、京都府立丹後勤労者福祉会館（通称：わく
わく館）の各教室では、着物の着付け教室をはじめ
ヨガ、茶道、料理、お菓子教室など文化趣味、健康
スポーツに関する教室が計画されています。
　講座内容、会場など詳細につきましては、組合各
機関の窓口にある募集案内をご覧いただくか、丹後
地域職業訓練協会のＨＰをご覧ください。
　なお、申込締切は各講座・教室開講の２週間前と
なっていますのでご注意ください。

　職業訓練法人　丹後地域職業訓練協会
　　京丹後市大宮町河辺3355（TEL0772 ー 68 ー 0365）
   　 http://wwh.tango.jp

　丹後地域の織物・機械金属業及び関連業者を巡回
し、各企業の生産現場の実態に即した技術的な問
題の改善と技術水準の向上を目的に、振興センター
職員及び外部指導員などの支援チームによる巡回支
援事業が次のとおり実施されます。
　支援を希望される方は、京都府織物・機械金属振
興センターまで。

■実施時期
　平成26年4月から27年3月まで
■申込方法
　原則として、所定の「巡回支援依頼書」に必要事
項を記入し、振興センターへお申し込みください。
■支援先の決定等
　企業からの支援の申込内容について審査し、実施
時期・支援内容などが支援企業に通知されます。
　また、支援をしない場合もその旨が通知されます。
■その他
　詳細については京都府織物・機械金属振興セン
ターへお問い合わせください。
　京丹後市峰山町荒山225　☎0772-62-7400

平成２６年度
織物・機械金属等巡回支援事業について

平成26年度職業訓練等受講者募集
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　近年、古くなった低圧進相コンデンサによる火災が多数発生して
います。このコンデンサは、電力の無駄を省く機器で２００ボルトの電
源を使用する工場などで使用されており、昭和５０年以前に製造された
ものは保安装置が内蔵されていないため、劣化により破裂し火災が
起こる危険性があります。気温が高い夏の時期に火災事故が多発し
ており、大事に至る前にコンデンサの交換をお願いします。まずは、
お近くの電気店等にご相談ください。

　京丹後市の、CGS/CGSⅡ対応のダイレクトジャカードコント
ローラー装置等の導入に対する支援制度は、平成２７年３月末

までの措置となっています。
　平成２６年度中に設置を予定されている京丹後市内の組合員におかれましては、
本年１０月２４日までに担当課へ申請書または申請予定届をご提出ください。

低圧進相コンデンサからの出火に注意！！

買　い　ま　す

〈
中
央
加
工
場 

場
長
・
織
物
検
査
所
長
兼
務
〉
　瀬
戸

　学
（
岩
滝
加
工
場 

場
長
）

〈
岩
滝
加
工
場 

場
長
・
庶
務
課
長
兼
務
〉
　細
見

　勝
也
（
岩
滝
加
工
場 

工
務
課
長
・
工
務
係
長
兼
務
）

〈
監
査
室 

室
長
・
総
務
１
課
長
（
渉
外
担
当
）
兼
務
〉
　稲
葉

　道
晴
（
中
央
加
工
場 

工
務
課
長
・
研
究
室 

室
長
兼
務
）

〈
総
務
１
課
長
〉
　安
田

　智
幸
（
総
務
１
課
長
・
監
査
室 

室
長
）

〈
中
央
加
工
場 

工
務
課
長
・
研
究
室 

室
長
・
中
央
加
工
場 

工
務
係
長
兼
務
〉
　野
村

　安
正
（
中
央
加
工
場 

工
務
係
長
）

〈
中
央
加
工
場 

工
務
課
長
・
工
務
係
長
兼
務
〉
　

 

名
定

　和
幸
（
中
央
加
工
場 

工
務
係
長
）

〈
岩
滝
加
工
場 
工
務
課
長
・
工
務
係
長
兼
務
〉
　

 

元
井

　敦
雄
（
岩
滝
加
工
場 

工
務
係
長
）

【
退
職
】

笹
岡

　宏
和
（
中
央
加
工
場

　場
長
）

職
員
（
管
理
職
）
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
Ｈ
２６
・
５
・
１６  

（

　）
は
前
任

26年度が
最終年度
です!!

織物合理化設備導入支援事業補助金織物合理化設備導入支援事業補助金織物合理化設備導入支援事業補助金

申し込み・問い合わせ先：京丹後市　商工観光部商工振興課
京丹後市網野町網野353－1（網野庁舎） TEL 69-0440  FAX 72-2030

Ａ①沼田用三重送り出し機
　　（積極二重＋消極一重）
　③程度中
　④相談の上
Ｂ①沼田用ピックルス巻取機
　②ウォームピック
　③程度中
　④相談の上
Ｃ①ＷＦ－Ｓ型　糸繰機ボビン
ワインダー

　②柿木製作所
　③程度良
　④相談の上
Ｄ①コーンワインダー
　②ＳＡＮＫＩＮ　１２スイ
　③程度良
　④相談の上
Ｅ①紋処理用パソコン
　②NEC PC-9801・9821
　④相談の上

売　り　ま　す

売ります 買います売ります 買います
お問い合わせは渉外係まで【渉外係 0 7 7 2 －6 8 －5 3 0 7 】

①物品名
②メーカー　
③使用程度
④希望価格

Ｆ①ダイレクト用フロッピードライ
ブ　3.5インチ

　②佐和・カヤバ
　③程度中
　④7,500円
Ｇ①ダイレクト用フロッピードライ
ブ　8インチ

　②佐和・カヤバ
　③新品
　④相談の上
Ｈ①フロッピーディスク　3.5インチ
　②ＳＯＮＹ　マクセル　ＴＤＫ他
　③新品
　④10枚　1,000円

Ｉ①沼田式織機　12丁用シャッ
トル（10ヶ～20ヶ）

　③程度良のもの
　④相談の上

●補助対象者：市内で織物製造等を行い、かつ市内に住所を有する
法人及び個人事業者

●補 助 対 象：織機用ダイレクトジャカードコントローラー装置等
の購入及び設置経費等

●補 助 金 額：補助対象事業費の1/3以内において、1台につき上
限10万円
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集
人
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村
　
政
伸
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価
格
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円
）


